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【別表６ 追加研修の研修課程（カリキュラム）】 

※ 「こども家庭福祉に係る研修」の各科目は、到達目標及び想定される研修内容の例示を踏まえて研修内

容を構成すること。また、規定時間以上の時間を確保すること。  

※ 追加研修については、有資格者ルートの者であって、「一定程度のこども又はその家庭への相談援助業

務」の経験を有しない者のみ受講を必須とすることとする。  

※ 追加研修の科目について、演習に該当する部分をまとめて教授する等、研修実施機関において柔軟な実

施を可能とする。  

※講義について、社会福祉士養成課程において「児童･家庭福祉」に該当する科目を履修した者は、講義

を免除することができる。  

科目名  
(講義９・

演習９、見

学実習６)  

時
間 

 

到達目標  想定される研修内容の例示  

こどもの

権利擁護

と倫理  
講
義 

１ 
 

・こどもの権利の考え方について

理解する  

・こどもの権利に関する条約や国

内法について理解する  

・こどもの権利侵害について理

解する  

・こどもの権利の考え方  

・児童の権利に関する条約  

・児童福祉法の理念  

・国連「児童の代替的養護に関する指針」  

・こどもの権利侵害  

こども家

庭相談援

助制度及

び実施体

制  

講
義
１ 

 

・こども家庭の問題に関する現状

と課題について理解する  

・こども家庭福祉に関する法令及

び制度について理解する  

・国、都道府県（児童相談所）、

市区町村の役割について理解す

る  

・こども家庭の問題に関する現状と課題  

・こども家庭福祉に関する法令及び制度  

・国、都道府県（児童相談所）、市区町村

の役割  

児童相談

所の役割

と連携  講
義 

１ 
 

・児童相談所の組織と職員につ

いて理解する  

・援助決定の流れについて理解

する  

・市区町村こども家庭相談と児

童相談所との協働について理解

する  

・児童相談所の組織と職員  

・援助決定の流れ  

・市区町村こども家庭相談と児童相談所と

の協働  

こども家

庭相談の

運営と相

談援助の

あり方  

講
義 

１ 
 

演
習 

３ 
 

・こども家庭相談の業務につい

て理解する  

・相談受理のあり方や支援決定

の流れを理解する  

・保護者理解と支援について理

解する  

・面接相談の方法と技術につい

て、特にこどもの面接・家族面

接・家庭訪問のあり方を理解す

る  

・こども家庭相談の業務  

・相談受理のあり方  

・支援決定の流れ  

・保護者理解と支援  

・面接相談の方法と技術  

・こどもの面接・家族面接・家庭訪問のあ

り方  
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社会的養

護と市区

町村の役

割  

講
義 

１ 
 

・社会的養護制度や養子縁組制

度について理解する  

・社会的養護と児童相談所など

の関係機関との連携について理

解する  

・移行期ケア、ファミリーソー

シャルワーク及び家庭復帰支

援、年長児童の自立支援のあり

方について理解する  

・生活支援と治療的養育につい

て理解する  

・社会的養護における権利擁護

（被措置児童等虐待、苦情解

決、第三者評価）について理解

する  

・社会的養護における永続性・

継続性を担保するソーシャルワ

ークのあり方について理解す

る  

・家庭復帰と市区町村の役割に

ついて理解する  

・社会的養護制度  

・養子縁組制度  

・社会的養護と児童相談所などの関係機関と

の連携  

・移行期ケアのあり方  

・ファミリーソーシャルワーク及び家庭復帰

支援のあり方  

・年長児童の自立支援のあり方  

・生活支援と治療的養育  

・社会的養護における権利擁護（被措置児童

等虐待、苦情解決、第三者評価）  

・社会的養護における永続性・継続性を担保

するソーシャルワークのあり方  

・家庭復帰と市区町村の役割  

こどもの

成長・発

達と生育

環境  

講
義 

１ 
 

・こどもの成長・発達の特性につ

いて理解する  

・生育環境とその影響（DV・貧困

を含む）について理解する  

・こども及び保護者の精神や発

達等の状況について理解する  

・こどもの成長・発達の特性  

・生育環境とその影響（DV・貧困を含む）  

・こども及び保護者の精神や発達等の状況  
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こども虐

待対応  

講
義 

１ 
 
 

演
習 

６ 
 

・こども虐待対応の基本原則

（基本事項）について理解す

る  

・こども虐待の発生予防や早期

発見・早期対応について理解す

る  

・こども虐待における保護・支

援（在宅支援・分離保護・養

育・家庭支援）について理解す

る  

・こども虐待事例のケースマネ

ジメント（アセスメント・プラ

ンニング）について理解する  

・こども虐待事例の心理療法に

ついて理解する  

・こども虐待の重大な被害を受

けた事例（死亡事例を含む）の

検証について理解する  

・虐待・ネグレクトがこどもに

与える心理・行動的影響につい

て理解する  

・事実や所見などに基づく虐待

鑑別・判断、被害事実確認面接

について理解する  

・通告の受理、安全確認、通告

時の聞き取り方について理解す

る  

・通告時の危機アセスメント、

初期マネージメントについて理

解する  

・調査について理解する  

・警察・検察など関係機関との

連携の必要性・あり方について

理解する  

・特別な支援が必要な事例につ

いて理解する  

・乳児揺さぶられ症候群(SBS)、

虐待による頭部外傷(AHT)への

対応について理解する  

・性的虐待への対応について理

解する  

・居住実態が把握できない児童

や無戸籍児童への対応について

理解する  

・こども虐待対応の基本原則（基本事項）  

・こども虐待の発生予防  

・こども虐待における早期発見・早期対応  

・こども虐待における保護・支援（在宅支援・

分離保護・養育・家庭支援）  

・こども虐待事例のケースマネジメント（ア

セスメント・プランニング）  

・こども虐待事例の心理療法  

・こども虐待の重大な被害を受けた事例（死

亡事例を含む）の検証の理解  

・虐待・ネグレクトがこどもに与える心理・

行動的影響  

・事実や所見などに基づく虐待鑑別・判断  

・被害事実確認面接についての理解  

・通告の受理、安全確認  

・通告時の聞き取り方  

・通告時の危機アセスメント、初期マネージ

メント  

・調査  

・警察・検察など関係機関との連携の必要性・

あり方  

・特別な支援が必要な事例（代理によるミュ

ンヒハウゼン症候群、性的虐待、医療ネグ

レクト）の理解  

・乳児揺さぶられ症候群(SBS)、虐待による頭

部外傷(AHT)への対応  

・性的虐待への対応  

・居住実態が把握できない児童への対応  

・無戸籍児童への対応  
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母子保健

機関やこ

どもの所

属機関の

役割・連

携及びこ

どもと家

族の生活

に関する

法令・制

度  

講
義 

２ 
 

・母子保健における視点につい

て理解する  

・母子保健に関する法令と施

策、母子保健事業の展開と実務

について理解する  

・母子健康手帳の活用について

理解する  

・特定妊婦の把握と支援につい

て理解する  

・教育機関との連携のあり方に

ついて理解する  

・保育所等の利用と連携のあり

方について理解する  

・こども・若者支援制度につい

て理解する  

・ひとり親家庭の支援制度につ

いて理解する  

・母子保健における視点  

・母子保健事業の展開と実務  

・母子健康手帳の活用  

・特定妊婦の把握と支援  

・教育機関との連携のあり方  

・保育所等の利用と連携のあり方  

・こども・若者支援制度  

・ひとり親家庭の支援制度  

見学実習

Ⅰ  

見
学
実
習
６ 

 

・施設・機関等が地域社会の中で

果たす役割を実践的に理解す

る  

・総合的かつ包括的な支援におけ

る多職種・多機関、地域住民等と

の連携のあり方及びその具体的

内容を実践的に理解する  

 次に掲げる事項を通じて、こども家庭福

祉のソーシャルワークの実践現場を理解

し、特定の施設・機関（以下「施設等」と

いう。）の職員から見学により、直接話を

聞く等を通じ、こどもや家庭のおかれてい

る環境やサポート体制等支援の実際を学習

し、その機能等を学ぶものとする。  

・施設等に関する事前学習  

・施設等の職員による概要説明の理解  

・施設等が地域で果たす役割と多職種・多

機関・地域住民等との連携・協働による実

践の概要の理解  

・施設等の見学  

・施設等の職員との質疑応答  

・施設等の見学等を踏まえた課題の整理等

の振り返り  

※ 施設・機関の見学にあたっては、支援

を必要とするこども等に対するソーシャ

ルワーク（総合的かつ包括的な支援にお

ける多職種・多機関、地域住民等との連携

を含む）について実践的に理解するため、

ソーシャルワークの一環として開催され

る自治体や施設、関係機関等とが話し合

う会議体等（例えば受理会議、支援方針会

議、個別ケース検討会議等）を見学するこ

とが望ましい。  

※ 一人の受講生について、複数の施設等

で、見学により直接話を聞く等を通じ支

援の実際を学習しその機能等を学ぶこと

としてもよい。  

 

 


